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合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

人
が
１
日
に
出
す
汚
濁
量
は
、
１
人
当

た
り
、
し
尿
が
13
ｇ
、
雑
排
水
（
台
所
や

風
呂
の
排
水
）
が
27
ｇ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
尿
汲
取
り
の
お
宅
な
ら
雑
排
水
の

27
ｇ
が
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
、
し
尿
の
み

を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
の
お
宅
な

ら
、
し
尿
を
処
理
し
た
４
ｇ
と
雑
排
水
の

27
ｇ
を
合
わ
せ
て
31
ｇ
の
汚
濁
物
質
が
側

溝
を
通
っ
て
川
へ
、
そ
し
て
海
へ
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
汚
濁
物
質
は
放
流
し
て
す
ぐ
に
は

大
し
て
影
響
が
無
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
流
れ
て
い
く
過
程
で
腐
敗
し
、

臭
い
や
害
虫
の
発
生
を
促
し
、
川
や
海
の

生
態
系
に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

特
に
単
独
浄
化
槽
の
場
合
は
、
自
分
の

前
か
ら
汚
水
は
流
さ
れ
て
い
く
の
で
本
人

は
快
適
で
す
が
、
そ
れ
は
下
流
域
に
お
住

ま
い
の
方
の
我
慢
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
快
適
さ
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
お
奨
め
し
た
い
の
が
、
し
尿
と

雑
排
水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
切
替
で
す
。
合
併
処
理
浄
化

槽
は
、
き
ち
ん
と
保
守
す
れ
ば
90
％
以
上

の
除
去
率
を
発
揮
し
、放
流
水
に
は
し
尿
・

雑
排
水
合
わ
せ
て
も
４
ｇ
以
下
の
汚
濁
物

質
し
か
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
こ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
、
設
置
費
用
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
自
分
と
ご
近
所
の
住
環
境

の
た
め
、
ま
た
佐
渡
の
綺
麗
な
川
と
海
を

取
り
戻
す
た
め
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
地
域

　

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・

漁
業
集
落
排
水
事
業
の
認
可
区
域
外
の
地

域
。
た
だ
し
、
認
可
区
域
内
で
あ
っ
て
も

７
年
間
供
用
開
始
が
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
地
域
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

・�

住
居
の
単
独
処
理
浄
化
槽
・
し
尿
汲
取

り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替

え
設
置
す
る
方

・
住
居
に
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

・�

地
域
の
集
会
場
等
で
新
た
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方

補
助
対
象
額

・
５
人
槽　
　
　
　
　

35
万
２
千
円

・
６
～
７
人
槽　
　
　

44
万
１
千
円

・
８
～
10
人
槽　
　
　

58
万
８
千
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費　

９
万
円

※�

補
助
は
予
算
の
枠
内
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、申

請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
請
等
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
他
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、国
中
地
区
は
市
役
所
上
下
水
道
課
、

両
津
・
相
川
地
区
は
各
支
所
、小
木
・
羽
茂
・
赤

泊
地
区
は
羽
茂
支
所
の
上
下
水
道
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

市
役
所
上
下
水
道
課
下
水
道
維
持
管
理

係（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
55
―
２
２
２
２
（
浄
化
槽
担
当
）

浄
化
槽
の
保
守
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
力
で
汚
水
を
浄

化
し
ま
す
の
で
、
そ
の
能
力
を
充
分
に
発

揮
す
る
た
め
に
は
定
期
的
な
保
守
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、

４
か
月
に
１
回
以
上
の
保
守
点
検
、
年
１

回
以
上
の
清
掃
・
汲
取
り
、
年
１
回
の
法

定
水
質
検
査
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
（
こ

の
回
数
は
家
庭
用
の
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
の
場
合
で
す
）。

　

特
に
、
水
質
検
査
は
、
ご
家
庭
か
ら
の

放
流
水
が
住
環
境
・
自
然
環
境
に
対
し
て

安
全
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
毎
年
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

市
役
所
上
下
水
道
課
下
水
道
維
持
管
理

係（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
55
―
２
２
２
２
（
浄
化
槽
担
当
）

「
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
助
成
事
業
」 

の

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
、
ト
キ
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
は
、
１
０
０
羽
以
上
の
ト

キ
を
飼
育
し
て
お
り
、
エ
サ
と
し
て
ド

ジ
ョ
ウ
と
馬
肉
を
主
体
と
し
た
人
工
飼
料

を
組
み
合
わ
せ
て
与
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
島
外

か
ら
購
入
し
て
お
り
、
今
後
ト
キ
が
増
え

る
こ
と
で
、
必
要
な
ド
ジ
ョ
ウ
の
量
も
増

え
る
見
込
み
で
す
が
、
島
内
で
は
、
一
部

で
先
進
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ド
ジ
ョ
ウ
の
生
産
体
制
は
ま
だ
確
立
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

市
で
は
、
島
内
で
の
ド
ジ
ョ
ウ
生
産
体

制
の
整
備
を
図
り
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
や
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
供
給
で

き
る
よ
う
に
、「
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
助
成
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
を
新
規
に
始
め
る
農
家

や
事
業
者
に
対
し
て
、
工
事
費
な
ど
必
要

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
初
期
費

用
の
他
に
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
も
一
部

補
助
し
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課
ト
キ

政
策
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

市
長
が
認
め
る
個
人
お
よ
び
団
体

補
助
対
象
経
費

　

原
材
料
費
お
よ
び
消
耗
品
費
、
使
用
料

お
よ
び
賃
借
料
、
通
信
運
搬
費
、
委
託
料
、

工
事
請
負
費
、
そ
の
他
の
経
費

補
助
率
お
よ
び
補
助
金
の
上
限
・
下
限

　

補
助
率
２
分
の
１
以
下

　

上
限
25
万
円
、
下
限
10
万
円

生
産
物
の
供
給
目
的

　

生
産
し
た
ド
ジ
ョ
ウ
は
、
ト
キ
の
野
生

復
帰
に
向
け
た
事
業
に
活
用
す
る
こ
と

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
農
林
水
産
課
ト
キ
政
策
係

　
（
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
）
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